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シ，イモリＴγ伽7ＷＳ〃γmogaSZer，トウホクサンショ

ウウオＨ)ﾉ"o伽ｓＺｉｃ此"α〃ｓの４種の併せて１７種類で

あった．これらの淡水魚貝類および両生類は前報（谷，

1976）の如く，３７Ｃ人工胃液を用いて３～４時間消化

しその全沈澄に含まれる本種Ｍｃを双眼実体顕微鏡下

で集め，さらに顕微鏡によって100～400倍で１個ずつ確

認した．また特にヒトへの感染源になったと考えられる

ドジョウについては，魚体内の本種Ｍｃの寄生部位を

検討するため頭部，内臓および軟部組織（ウロコ，表皮

および筋肉を含む）の３部分に大別して同様の消化法で

検査した．

第１中間宿主の調査は，淡水魚の捕獲された場所とほ

ぼ同じ場所で採集したカワニナＭｍ"iα〃6eγizi"α，モ

ノアラガイＬｙ"z"αcajtzpo"ｊｃａおよびオオタニシａｐａ‐

"gOpaZmi"αノヒZPo"icaを破砕し，あらかじめ用意し

ておいた水の入った直径約３ｃｍの小型シャーレに貝殻

ごと移して，寄生の有無を双眼実体顕微鏡下で調べた．

検出したセルカリアについては，その一部をピペットで

スライドグラスにとりカバーグラスをかけ，100～400倍

の顕微鏡下で本種セルカリアの種の同定を行なった．自

然終宿主の調査は1972年～1976年に行なった．すなわ

ち，ドブネズミＲａＺＺ"ｓ,zo7uegic"ｓはネズミ取り器で

捕ものを，イヌ０J"ｉｓ/h1”"αγｉｓは秋田市保健所で

捕獲したものを，またイタチＭ`sze化si6iγica，テン

ＭＪγZes’"e/α''２P"S，タヌキＭﾉcZe7eZesPγoQyo"oiaes，

キツネ、”ｅｓＵＭ【pesは，冬期の狩猟期間に猟師や毛

皮加工業者から買い取ったものを，それぞれ腸管，肝臓

その他の臓器に分けて精査した．このようにして得られ

た本種虫体はいずれも圧平し，７０％エチルアルコールま

たは10％ホルマリンで固定，カーミンで染色，オイキッ

ト液で封入後，体長，体幅を計測し，口疎数，精巣，卵

巣そのほかの各器官の形態を観察した．

はじめに

先に著者ら（谷ら，１９７４；谷，1976）は秋田県内で１５

例のＥＣｈｉ"oSZo,）zα/ioγZe"sどの人体寄生例を見い出し，

その感染源の調査からドジョウ，タナゴの２種の淡水魚

に本種吸虫のメタセルカリアを検出することができたと

報告した．

今回はさらに調査の範囲を拡げて，本吸虫の自然界で

の中間宿主ならびに終宿主となるものについて調査を行

なったので，その成績について簡単に報告する．

材料および方法

以下に述べる調査材料の大部分は，これまでに見い出

された人体症例の居住地周辺（鳥海村，羽後町，大雄

村，五城目町）で集められた．第２中間宿主の調査は

1974年より1976年までの期間に小川，堰あるいは水田の

周囲を流れる用水路などで各種の淡水魚貝類および両生

類を採集して行なった．また八郎潟のものについては漁

師から買い求めてＥノioγ""ｓｅメタセルカリア（以下本

種Ｍｃ）の寄生状況を調べた．検査した淡水魚はドジョ

ウMIsg"γ""ｓα"g"i/zicα"cJaz"s，シマドジョウcO6izis

6izuae，ウグイＴγ/ＭＭＣ〃ハαﾊo"e"sis，アユPZecogZ‐

OSS"saZtjUcZis，イワナSaZUeZj""SJC"ＣＯ"Lae"ｉｓフナ

Ｃａ７ａＳＳ伽Ｃａ７ａｓＳｉ"S，タナゴＡＣ/jeiZog"αZA"Ｓ〃zo7io‐

たαe，ワカサギHyPomes"ｓｏ〃“，イトヨCasZeγ‐

OSZe"ＳａＣ"ZCaZzJSaC"ＪＣａｍＳおよびシラウオＳａｍ"gi‐

CAZﾉbys”c，〃。〃の10種,貝類はモノアラガイＬ)ﾉ"z"αea

J”α"ｊｃａ,オオタニシcipα"gopα〃αi"αノヒ血"ica,ヤマ

トシジミＣｂγ6icMzZeα"αの３種，両生類はトノサマ

ガエルＲａ"α〃zgro,'2αc"ｍＺａ，その幼生オタマジャク

シ，ウシガエルＲａ"αcazes6eiα"αの幼生オタマジャク

本研究の一部は文部省科学研究奨励研究によった．

(４１）
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Iま検出することができなかった．

また本種Ｍｃの検出されたドジョウの地域別感染率

では，大雄村のものが80％と最も高く，以下八郎潟６０

％，鳥海村および羽後町が各々55％，秋田市35％，五城

目町10％の順であった．次にドジョウ１尾当り本種Ｍｃ

の平均寄生数は鳥海村および五城目町がともに８．５と最

高であり，以下羽後町8.2，八郎潟6.8,大雄村6.5，秋

田市2.6の順であった（Table２）．ドジョウの大きさ

(体長)と本種Ｍｃ寄生数との関係についてはTable３

成績

（１）第２中間宿主の調査

人体感染症例の居住地周辺を中心に採集した淡水魚貝

類および両生類における本種Ｍｃの感染状況は，Ｔａｂｌｅ

ｌに示した．すなわち，秋田県下各地域のドジョウ（感

染率49.2％，１尾当り平均Ｍｃ寄生数6.8）および八郎

潟のタナゴ（感染率30％，１尾当り平均Ｍｃ寄生数4.2）

には本種Ｍｃの寄生が認められたが，その他のものに

TablelInfectionrateandnumberofmetacercariaeinfreshwater

fishes，ｓｎａｉｌｓａｎｄａｍｐｈｉｂｉａｎｓｉｎＡｋｉｔａＰｒｅｆecture

Ｎｏ．ｏｆＭｃ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ
Ｎｏ．

examined

（％）

Ｎｏ．

infected

G6）

Ｓｉｚｅ

(c、）
Species

Range Mean

八仏g"γ"zUsα"gzZzr〃icα"‘αz"ｓドジョウ

Ｃｏ６ｉｒｉＳ６ｍ.αｅシマドジョウ

ＡＣ/jeiJog"αZA"Ｓ〃ｚｏｒｉｏｆａｅタナゴ

Ｔ７ｉ６ｏＺＭｏ〃ハα肋"ｅＳｉＳウグイ

PJecogZoss"saJZjueJisアユ

SaJucZi""SJC"ＣＯ"zac"たイワナ

Ｏｚ７ａｓｓｉ"ｓｃａ７ａｓｓｉｚＺｓフナ

Ｓａｍ"gichZ/bﾉｓ,"/cγCCJC〃シラウオ

HyPo"zes"ｓｏ〃“ワカサギ

GasZerosZezzsacwJeaZ"saczJZeaZ"ｓイトヨ

Ｌｼ"J"αｅａＪ〃o"zcaモノアラガイ

CIPα"g”α/"αi"α・ﾉﾋJPO"/cαオオタニシ

Ｃｂ７６ｉｃ"ZａＪｅａ７ｚａヤマトシジミ

Ｒａ"α〃ｉｇ７ｏｍａｃｚ//αZαトノサマガエル

TadpolesofRα"α〃ig7w7zaczJ〃ra

TadpolesofRα"αcares6eiα"αウシガエル

Ｔγｉｍ７"ｓ〃７７AogasZeγイモリ

Ｈ)ﾉ"o6i"ＭｉＣｈｏ"ａｍｓトウホクサンショウウオ

１
１

ワ
］

０
●

９
０

４
３

く
く

９
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５

1～４５６．８５．９～１２．０

３．５～６．６

４．５～７．８

１５．０～２０．８

１７．０～１９．４

１４．０～２２．０

１０．０～１９．０

５．５～６．４

８．５～１１．７

８．４～９．６

０
１
０
５
９
８
１
０
０
０
５
５
０
３
０
３
２
３

２
１
３
１
１

２
５
５
２
２
３
２
１
３
４
１
１

１

1～５４．２

７．５～９．３

Table2Infectionrateandnumberofmetacercariaeinloach

fromvariouslocationsinAkitaPrefecture

Ｎｏ．ｏｆＭｃ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ
Ｎｏ．

infected

（96）

Ｎｏ．

examinedLocality Size（c、）

Range Mean

ChokaiVillage

UgoTown

DaiyuVillage

LakeHachirogata

AkitaCity

GojoｍｅＴｏｗｎ

11(55）

11(55）

16(80）

12(60）

７(35）

２(10）

８．２～１２．０

５．９～１１．０

９．０～１１．７

９．２～１２．０

７．２～１１．５

５．９～１１．４

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

８．５

８．２

６．５

６．８

２．６

８．５

1～４５

２～２９

１～３１

１～１５

１～７

２～１５

（４２）
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すなわち検出されたＭｃ総数112のうち頭57,軟部組織

51,内臓４で前２者にそれぞれ50.8％，45.6％と本種

Ｍｃのほとんどが検出され，内臓には3.6％で極めて少

なかった．なおドジョウより得られた本種Ｍｃの計測

値はＴａｂｌｅ５に示した如く，被襄は球形で大きさ0.150

～0.177×0.136～0.170（平均0.164×0.151）ｍｍであ

り，包壁は２層で厚さは３～４βであった．脱襄幼虫

の大きさは0.272～0.340×0.109～0.144（平均0.305×

0.120)ｍｍ，口吸盤は球形で大きさ0.060～0.074×0.056

～０．０６６（平均0.068×0.060）ｍｍ，口吸盤をとりまいて

26～28本の頭練が存在し，そのうち隅赫は各４本であっ

た.咽頭は球形で大きさ0.029～0.033×0.028～0.030(平

均0.032×0.028)ｍｍ，腹吸盤は横楕円形で大きさ0.066

～0.080×0.064～００７８（平均0.074×0.070）ｍｍであ

った．排泄嚢内には屈光性に富む大小の穎粒が充されて

おり，concretionは暗黒色球状でその数は22～３８(平均

30）個であった．これらの形態は浅田（1926,1939）が

記載したＥハoγze"Ｓｃとほぼ一致した．

（２）第１中間宿主の調査

淡水魚貝類，両生類などの捕獲された場所とほぼ同じ

場所で採集されたカワニナ（鳥海村384個体)，モノアラ

ガイ（鳥海村108，羽後町25，五城目町15個体)，オオタ

Table3Relationbetweenbodysizeand
numberofmetacercariaeinloach

Average
Ｎｏ．ｏｆ

Ｍｃｐｅｒ
ｆｉｓｈ

Total

Ｎｏ．

oｆＭｃ

Ｎｏ．

examined

（96）

Ｎｏ．

infected

（％）

Sizeof

fishes(c、）

３（8.1）

20(42.6）

29(55.8）

12(54.5）

５．０～６．９

７．０～８．９

９．０～１０．９

１１．０～1２．９

７
７
２
２

３
４
５
２

３
４
６
４

●
●
●
●

２
４
７
５

７

８７

２１９

６５

Ｍｃ：Metacercariae

に示した如く，大きさが６．９ｃｍ以下のものでは感染率

8.1％，１尾当り平均Ｍｃ寄生数2.3であったが，７．０～

8.9ｃｍではそれぞれ42.6％，4.4,9.0～10.9ｃｍでは

55.8％，７．６とドジョウの大きさに比例して本種Ｍｃ感

染率および１尾当り平均Ｍｃ寄生数も増える傾向がみ

られた．しかし，体長がそれ以上の11.0～12.9ｃｍのも

のでは感染率54.5％，１尾当り平均Ｍｃ寄生数5.4と逆

に減少した．

次に八郎潟のドジョウ15尾を頭，内臓，軟部組織（う

ろこ，表皮および筋肉を含む）の３部分に分けて本種

Ｍｃの感染状況を調べ，その結果をＴａｂｌｅ４に示した．

Table4Comparisonofnumberofmetacercariaeinhead，

internalorgansandsofttissuesofloach

Ｎｏ．ｏｆＭｃｉｎ
Total

Ｎｏ．ｏｆ

Ｍｃ

Sizeof

fishes（c、）
ＦｉｓｈＮｏ．

soft

tissues

internal

ｏｒｇａｎｓ
heads

６
２
４
０
５
１
０
４
１
２
２
４
０
０
１

２
６

３
２
２
０
１
１
０
４
５
１
２
０
０
０
０

３

３
３
３
１
２
１
２
０
１
０
０
１
１
０
０

●
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
８
０
２
２
０
５
４
４
３
１
７
７
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
２
２
１
１
１
０
０
０
０
０
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

２
０
２
０
４
０
０
０
６
１
０
１
０
０
１

１
３

112５１

(45.6）
Grandtotal

（％）

５７

(50.8）

４

(3.6）

（４３）
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Table5Measurementsofmetacercariaeisolatedfromloach（ｍ、）

Range Ｍｅａｎ

Sizeofcyst

Sizeofmetacercariae

No、ofcollarspines

Sizeoforalsucker

Sizeofpharynx

Sizeofventralsucker

Ｎｏ．ofconcretions

0.150～0.177×０．１３６～０．１７０

0.270～０．３４０×0.109～０．１４４

２６～２８

0.060～０．０７４×0.056～０．０６６

0.029～０．０３３×０．０２８～０．０３０

0.066～０．０８０×0.064～０．０７８

２２～3８

０．１６４×０．１５１

０．３０５×０．１２０

０．０６８×０．０６０

０．０３２×０．０２８

０．０７４×0.070

Table６NaturalinfectioninmammalsinAkitaPrefecture

Ｎｏ．

infected

（％）

No.ｏｆｗｏｒｍｓｒｅｃｏｖｅｒｅｄ
Ｎｏ．

examinedSpecies
Range Ｍｅａｎ

ＲａＺＺ"Ｓ〃oγuegic"Ｓ（ドブネズミ）

Ｍ`szemsi6i7ica（イタチ）

ＭＪｒｚｅｓ’'2ｅｍ”"ｓ（テン）

０Ｊ"isfmz/"αγiｓ（イヌ）

McZereZesPγoc:yo"oi巾ｓ（タヌキ）

Ｗ”ｅｓＵ"ZPes（キツネ）

3(lL5）

4(44.4）

2(16.7）

1（1.7）

６
９
２
９
２
１

２
１
５

１～６３

２～２６

１～９

2５．３

１０．５

５．０

１

ニシ（鳥海村34，羽後町20，五城目町８個体）について

検査を行なったが，今回はいずれからも本種セルカリア

を検出することができなかった．

（３）自然終宿主の調査

秋田県下の鳥海村，五城目町，能代市，小坂町，八幡

平，二ツ井町，大館市，鹿角市，比内町および秋田市の

10地区で捕獲されたドブネズミ26頭，イタチ９頭，テン

12頭，イヌ59頭，タヌキ２頭，キツネ１頭のうち，ドブ

ネズミ３頭（感染率11.5％)，イタチ４頭（44.6％)，テ

ン２頭（16.7％）およびイヌ１頭（1.1％）のいずれも

小腸上部のみに本種吸虫の寄生を認めた（Table６)．

その地域別内訳と寄生数をみるとドブネズミは秋田市の

１頭に12虫，鳥海村の２頭に63と１虫，イタチは鳥海村

と能代市の各１頭に１０と２６虫，八幡市の２頭に４と２

虫，テンは二ツ井町と大館市の各１頭に９と１虫，イヌ

は秋田市の１頭に１虫が検出された．なお４種の動物よ

り得られた虫体は口赫数（26～28本)，卵巣および精巣

の形とその位置，子宮の分布領域などからＥ・ho7Ze"Ｓｃ

と同定された．しかし,虫体の大きさはイヌで10.5×１．６

ｍｍ，ドブネズミ8.7～９．８×１．３～1.5ｍｍ,テン５．５～８．１

×1.0～1.3ｍｍ，イタチ4.3～5.3×0.6～0.8ｍｍと発育

程度に差がみられた．

考察

本邦におけるＥ・ノioγZe"Ｓｃの自然界における第２中

間宿主としてはオタマジャクシ（浅田，1926）ドジョウ

Msg"'一""ｓα"g"〃cα〃αZ"ｓ（岡橋，１９６６；有薗ら，

1976；谷，1976）タナゴＡＣ此iZog"α’ん"Ｓ，"oγ城αｅ

(谷,1976)，実験的にはトノサマガエルＲａ"α〃ig7ol"α‐

c"ｍＺａ，ツチガエルＲａ"αγ"９０sα，ウシガエルＲａ"α

caZeS6eiα"α，ニホンヒキガエルBzJL/ｂｕ〃gαγｉｓノtZpo"‐

zc"ｓなどの幼生オタマジャクシ，イモリＴﾉｰ伽,WS

〃γmogasZeハカスミサンショウウオＨｙ"o6帖〃αeu‐

i"S，プチサンショウウオＨｙ"０６Ｊ"Ｓ〃eＭＯＳ"Ｓ(浅田，

1926；1939)，モノアラガイＬｙｍ"αｅａＪ”o"ｊｃａ（小野，

1930)，金魚およびフナＣａｒａｓｓｉ"ｓｃａ７ａｓｓ伽（小野，

1930）が報告されている．今回の調査では，すでに著者

(1976）が報告したドジョウおよびタナゴのほかには，

本種吸虫の新たな第２中間宿主は追加することはできな

かったが，上記のような各種の第２中間宿主が報告され

ていることから，今後さらに調査を続けて行きたいと考

えている．

一方，前報（谷，1976）において著者は，秋田県下の

鳥海村（６名)，大雄村（６名)，羽後町（２名）および

五城目町（１名）の併せて１５名に本種吸虫の寄生を認

（４４）
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め，主としてドジョウの生食およびその調理の過程で感

染するものであろうとし，また有薗ら(1976)も神戸市，

大阪市の４名に寄生を認め，同様にその感染はドジョウ

の生食によるものであろうとした．このように日本にお

けるヒトへの感染源として最も重要なものはドジョウで

あることが明らかになってきた．国内におけるドジョウ

の調査を文献的に考察すると，岡橋（1966）は岡山県芦

田川流域のドジョウに寄生するMeZago"〃“属吸虫検

査の際に，本種メタセルカリアの寄生を認め，寄生率

４５．０％（20尾検査)，１尾当り平均Ｍｃ寄生数２．５個で

あったと報告している．また，有薗ら（1976）が大阪市

の市場で買い求めたものでは寄生率23.8％（42尾中１０

尾)，１尾当り１～４個であったという．今回調査した

秋田県下６地区のドジョウすべてから本種Ｍｃが検出

され，その寄生率も49.2％，１尾当り平均Ｍｃ寄生数

６．８と前記２報告に等しいかあるいはそれを上廻る感染

率であった．また本種Ｍｃのドジョウの寄生部位につ

いては，小野（1930）はえらおよび口部に，岡橋(1966）

はすべて腹腔内腸間膜部に寄生していたとし，著者の調

査結果とは違った報告をしているので今後さらに詳細に

検討したいと考えている．なお，ドジョウの大きさと本

種Ｍｃの寄生数とは一般に比例する傾向にあったが，

体長11.0～12.9ｃｍのものは9.0～10.9ｃｍに比べてかえ

って平均Ｍｃ数が減少していた．この点については種

々な原因が推察されるが，年次的重複感染があると同時

に魚体内メタセルカリアの死滅消失も加わるのではない

かと考えられた．

次に本種吸虫の自然終宿主に関してはドブネズミでは

北海道(多田，1975)，愛知（正垣ら，1975)，兵庫(田中

ら，1976)，青森(八木沢，1975私信）イタチでは北海道

(Kamiyaandlshigaki，1972)，京都（塩田ら，1976)，

愛知(正垣ら，1976)，青森(八木沢，1975私信)，イヌで

は東京(浅田，1939)，タヌキでは岡山(長花ら，1976)，

青森（八木沢，1975私信)，テンでは青森（八木沢，

1975私信）の各地域に本種吸虫が見い出されている．こ

のように自然界における終宿主はドブネズミやイタチが

多いようである．今回の調査ではドブネズミ，イタチ，

テンおよびイヌからそれぞれ本種吸虫が見い出された

が，そのうちドブネズミでは感染率11.5％，１頭当り平

均寄生数25.3虫，イタチ44.4％，10.5虫と従来の報告と

同様に多く，さらにテンにも16.7％，５．０虫が検出され

たことから，これらは秋田県においては自然界の終宿主

として重要な役割を果しているものと思われた．なお秋

田県のイタチ，テンおよびイヌから本種吸虫を見い出し

たのは今回の記録が初めてである．

まとめ

1974年より1976年までに秋田県下の鳥海村，大雄村，

羽後町，五城目町，八郎潟および秋田市において採集さ

れた淡水魚10種，貝３種，および両生類４種について本

種メタセルカリアの寄生状況を調べるとともに自然終宿

主についても調査し，以下の如き結果を得た．

（１）本種メタセルカリアはドジョウ（感染率49.2％）

とタナゴ（感染率30.0％）の２種から検出された．

（２）秋田県下各地域で採集されたドジョウの感染率お

よび１尾当り平均寄生数は鳥海村55％，8.5個，大雄村

80％，6.5個，羽後町55％,8.2個,五城目町10％,8.5個，

八郎潟60％，6.8個，秋田市35％，2.6個であった．

（３）ドジョウでは魚体の小さいものより大きなものの

方が感染率および１尾当り平均メタセルカリア寄生数と
も高い傾向があった．

（４）ドジョウ内における本種メタセルカリアの寄生部

位は頭部および軟部組織（うろこと表皮および筋肉を含

む）に多く，内臓には極めて少なかった．

（５）ドブネズミ，イタチ，テンおよびイヌにそれぞれ

本種吸虫の自然寄生が認められた．
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i Abstract I
! I

STUDIES ON ECHINOSTOMA HORTENSE (ASADA, 1926)

(2) THE INTERMEDIATE AND FINAL HOSTS IN

AKITA PREFECTURE

Shigekazu TANI

{Department of Parasitology, Akita University

School of Medicine, Akita, Japan)

During a period from 1974 to 1976 a survey on Echinostoma hortense in fresh water fish

es and snails, amphibians and mammals was conducted in 6 areas of Akita Prefecture. The

results obtained are summarized as below.

(1) Of the 10 species of fish sampled, metacercariae of E. hortense were detected in

49.2% of Misgurnus anguillicaudatus (loach) and in 30.0% of Acheilognathus moriokae (Japanese

bitterling), whereas 5 species of amphibians and 3 species of snails were found not to con

tain the metacercariae.

(2) The infection rate and the average number of metacercariae in the loaches collected

from various areas were 55% and 8.5 from Chokai Village, 80% and 6.5 from Daiyu Village,

55% and 8.2 from Ugo Town, 10% and 8.5 from Gojome Town, 60% and 6.8 from Lake

Hachirogata and 35% and 2.6 from Akita City respectively.

(3) In the loach, the infection rate and number of metacercariae tended to increase

proportionally with body size of the fish.

(4) More metacercariae were found in the head and soft tissues rather than in the in

ternal organs of loach.

(5) In Akita Prefecture, Rattus norvegicus (brown rat), Mustela sibirica (weasel) Malt-

es melampus (marten) and Cams familiaris (dog) were observed to be the natural final hosts,

whereas Nyctereutes procyonoides (raccoon dog) and Vulpes vulpes (fox) were found not to

harbor this parasite.

(47)




